
վ☪鶚ٜ٭ٖةآتסտ
24僖
25愁 1400֐ ⵳殴䶹䭤
26姡 2000֐ 炬焀⚡ 1400֐ T&M٭ذ٭ؾؔظ٭ؤ⚡閱
27儒 1330֐ 仼냕兎꥗⚡ 830֐ ⵳殴䶹䭤յ1500֐ T&M⟓䏻٭ػِج⚡閱
28ꄋ 1500֐ ء٤ز٭ؤ㍚䷷تؾٛ٭٤٬ٌؓٝتؙؗ
29㎻
30仼 1000֐ ䷷⚡㰢劅 1040֐ PraiseTime 1100֐ ╚仼炔䦜⚡㔆/Zoom 00֐ ䷷⵱稀⚡

վ春ꄋ䷷ⳙס㕔⼔տ վ炬焀鐐갭տ
䷷⚡㰢劅 4 1 5 1,200⫃ Ӱ 㯸סהג׵ל䡗Ꝏ㜰䕤׶ה؆䖫榟ׂ ؆䕤舂█ ؆ׂ银⼁ׂ ؆յ二㛻 ؆ׂյ洠䚁█⻄
╚仼炔䦜 8 9 17 14,000⫃ Ӱ ꪂ䇗ס亠չ״גסⲭ⺚⩖僶㡈ꣁ⩖叜┖⩖䃷⟖⻄
仼냕兎꥗⚡ 3 2 5 Ӱ 檪ס比כ׊ゖ갭ס鉮婊僶㡈ⲭ⺚⩖紆䘟㡈ꯂ┉⩖յ⺒㯸㡈
⚊ꄇ炬焀⚡ 2 3 5 Bob Warren䅨㜂㠥ס䣆软䏲ס㍑䐝״גס
炬焀⚡銶 5 5 10 13,700⫃ 孅ꄇ◅㍋㜂⩖״גסُٛؗסز檪ס比׊׷峚鱨鐄㯸⩝榟״גס
վ僖㲊春ꄋ》鱎䊶⩖雛紆㡈笝榹㡈 ꦘ檪ס☽硌礴蚜竊檮؅䖱ג׿؂⺒㯸㡈מ״גס

紆䘟㡈 䑏┘⪒״גס媩殴؅⹨ׄגַי匣⸉⟓媩⩖ס㍑䐝מ״גס
վ攐⮯春ꄋտ Ӱ 姲鷹縖ס亠չ״גסַ䷫ס
վ⚡㔆春ꄋտ鱎䊶⩖雛紆㡈笝榹㡈 Ӱ מ״גס亠չ׾ַי׿ꦕ׼־⚡䷷

紆䘟㡈 Ӱ ╈⫂泡佫⩖״גס䣆软䏲ס㍑䐝״גסյ䕛㯸׈؆嘤纱 מ憡ס׊׷比סׂ؆
Ӱ ䷷⚡㘃墻מ״גסT&M״גס

域鶚ףכ׆ײס OMS_ECCסㄎ硯熓嘻⩝榟״גס 䲭紶█䅨מ״גס٤قٔةتجؠ٤ؓؓةؓ
纱傴甙䢥ٙ21ٖؓب13֐յ4345֐ Ӱ מ״גס؆׈氵ס냕룻縖ס⚡䷷

ր硜兠ס㲔杯ց 叜㹭ꯂ┉⩖յ叜㹭⺒㯸㡈յ諰䃷雛紆㡈յ萴冷葏伺⩖յ萴冷乃㡈յ⛪⚼葴氧㯸㡈
Ӱ 仼儖ٌتؾٛ٭䷷㍚ס二㡦⿦Ꝏג׿׼םמ⛪諰紶⯞䅨״גס

域鶚ס韕紆 Ӱ 二㑔סتٜؔؗػٞؤ䚉刌ס⹜兠מ״גס
׵侇ם؆ל亠׾؅㱤גםֵֿ╚ Ӱ 儖㸓槄㎻⛪槄ךꝧ䦌׾ַי׈焰誘㲚䷷䅨ׇ㜂㠥״גס
Rַ׵חㄎ؆ַ׈םַךյ 娢誘䕏-٤ؠ٬ِ٘٤ة䅨յ儢焰ꯂ-٤تؠ٬ٍؠق䅨յꄋ㡈
二纱堭2248282 Ӱ ꞊➟䶹䭤㍚⛮מ״גס׀⥸ס

OMSMen for MissionյT&Mյؓتجؠ٤ؓؓةյLove Japan
㍋㎁عتٛ؞愤㲹䶹䭤⚡յNo place left Japan냕湳Prayer GroupG&M靸㍚CGNTV
West East㲚䷷㍚յؙٜؽ٤ُٜؕ٭َ؝٤ب焰ꮟ舅榺䷷⚡

Ӱ 냕湳Prayer Group״גס 5/12ꄋ900֐
٬Prayer Walkגז⚡⭳ך亠չ״גסַ䷫ס娢䃷յꯄ㽂յ獐䃷յ儖㸓
٬Jonathan Benedict㲚䷷䅨յStephen Town妣״גס
٬域㍑٤٘بشِס 5/29僖6/2֐ꄋ

Ӱ ס鲣諰⢸◅յ٭ؔظ٤ئ㲚䷷䅨㜂㠥״גס
Ӱ OMS٤ٝ٭٬ؚؗؽ٤ات&هٍס䅨㜂㠥ؠ٭٬ِؔط٭ُ&غشلؔظ䅨㜂㠥״גס

מ״גס׊比ס٤خ٤؞٭ق䅨ٚف٭ف䅨յْٚق䅨յو٭ؠ٭ره٭ؔطت
Ӱ 4/11֐מגס׀⥸סך┖냕湳洈סز٭ٔزع٭ٛتؓ
Ӱ מ״גס䇖課氳磙磵ס◁碏ػؕٚؠؗ

վ纱ⳉ辐տ
䷷⚡㰢劅 ╚仼炔䦜

⺚ ⚡ ֽ 鎇 春 ꄋ غ٭ٛ 㜰 哧 ّٚغ 炬 焀 夳㯸㲜 銶
4/23 韕娡㡈 䕤 㡈 㱦㹭⩖ 鿛葴⩖ 㱦㹭⩖ 泡㯸㡈 叜┖⩖ 鿛葴⩖
4/30 䕤 㡈 韕娡㡈 泡㯸㡈 㱦㹭⩖ 泡㯸㡈 韕娡㡈 萴冷㡈 㱦㹭⩖
5/ 7 韕娡㡈 ⛪⚼䅨 韕娡㡈 鿛葴⩖ 鿛葴⩖ 泡㯸㡈 ⲭ⺚⩖ 鱎䊶⩖

վ2023䇗嘅鏤տ վ2023䇗ףכ׆ײסտ վ2023䇗泘嘅տ
ր؅ףכ׆ײ绂׀յ㰢ֹׯց ր⩝玮׿גյ⪦׾׿׼ֽמ╚ց
Ζ٤٘ب٭ٍؔظ ր╚ׇ舅骰ֵֿמגם⩝玮יז鶟׾׿ױն Ζ 炬ס׽⩗㲔炬焀⚡յ企㛾炬焀⚡
Η企㛾յ炔䦜յ炬焀⚡ס׫⹆ⱶ ն׾׿׼ֽמ׵ככגםֵֿ╚ Η ⚥鷹סꝧ㡎㏐㓊ס⚥鷹յ㯸׵ל⚥鷹
Θ䷷⚡㰢劅ס⩗㲔 յ׍׈䷑؅釤גםֵע╚ Θ 鋌穒כ㘃墻T&M域┩♏罫䡗
Ιס鋌穒 նַםי؅釤䩰גםֵ Ι ׽؂◫ס׽炬و٭ٜءٜ٭ٓت
Κ׾ֻ⚥؅ףכ׆ײ⚥鷹 䔤ַם׼םעי׿նֽ նցַם׼םעיַסס Κ 㲚䷷⶜ⱱ냕湳PGJյNPL

榼誘鋗38

仼儖ٌتؾٛ٭䷷㍚ 냕湳ز٭ٔزت٭ٝء  4

ֆ7812120
냕湳洈⼁䃷鼞ַס槄冾䃷2465-10

擸䅨귆冾䃷2025-2
TEL 088-893-0222 gracech@jhcs.org

秴䓦鵽礘榫090-2897-1090

Home Pagehttps//kgracech.org/ E-mailinfo@kgracech.org

վ僖ףכ׆ײסտ

ր撜׻յס׊ג؂ꧧסגם؅ֵ䐒䣆׌ױנד׹מնց
ٜ23؜46

վPraise Timeտ1040֐
⺚⚡㱦㹭⩖ 㜰哧鿛葴⩖

׻تյR㯸糿ؙؕמכ׵餉ס╚䐒⺲յס╚׾յRⱱֵ׵ך侇ם؆ל
վ╚仼炔䦜տ 1100֐

䦙 鍡 16֐415ٜهى ⺚⚡縖
ꯈ 剚 二纱堭 樑 ┉ ⺱ 颯 玮
✳䏻⟓兢 ┉ ⺱
׽炬ס╚ ┉ ⺱
韕 紆 二纱堭 4樑 ┉ ⺱浓 䅪
炬 焀 ⺚⚡縖
韕 紆 二纱堭樑 ┉ ⺱
纱傴僭鐆 鋗20：1～9ٖؓبٙ 绱ׂُٚغ纱傴
鐄 ䷷ ր鴢ס׿槄ց 擸 䅨
韕 紆 二纱堭樑 ┉ ⺱
䚉链炬焀 㱦㹭⩖
ꯈ 剚 二纱堭63樑 颯 玮┉⺱
烓 焀 擸 䅨

վ☪鶚ףכ׆ײסտ
յםײע鍱穒ג׊磬꽦ֿגֿגםֵ
ն׌ך亠ם洠㲔עն烕؆׎ױ׽ֵעךס׵ַם׼湳ס☔
מ鍱穒ַם׿׼؅縨ֻגֿגםֵ
ն؆׎ױַ׈םעכ׆׾׎؂ֵ
յמֹ׻׾׿׼؀յ縨ֻ׊׳
鍱穒מ׵ככ聰⭳ס鷹׌ױַ׈דׂיַיֻ⤓׵ն

̂10ٛؤ13



ⶇ䇗٤٘ةل 2030䇗֐

վWill doտ վףכ׆ײտ վ泘嘅տ
י׊כ䏼ֹ䌩㯸מ╚ ր岐מײ庍ׁ⭳׊յ 㲚䷷ס䦡㛻

Ζ岐מײ庍ׁ⭳׌⟓♢ס䧪䡵 禿י׊؀┖؅뇹؅ Ζ 儔⚥㏐⚥鷹ס䦡㛻
Η禿׌؀┖؅ ⟓♢ס㲔饧 䩔ַ׈ם׽ցٜ5؜4 Η 㳃ס⚡䷷ס䦡㛻
Θ؅י׬׌䩰׾י ⟓♢ס䏼ꯂ Θ ㎁⫂㛙ס׫㲚䷷ס䦡㛻

㕔 ⼔
◇20日～21日は、NoPlaceleftのTEX渡邊師とWest
East宣教団の副代表で日本担当代表のトラビス・バート
師が、来訪されました。四国への宣教派遣の事前調査と
Prayer Walkのチームの派遣準備の為の来訪でした。
◇シンガポールのイマヌエル福音自由教会と宣教師また
は伝道チームの派遣の交渉が始まりました。現在6名の
宣教師候補が訓練を受けて準備中です。
◇21日にいの町ほどの近くにお住まいのH･Ｓさんが来
訪されました。

◇20日（木）は、黒岩平野で牧師の司式で近藤家の納
骨墓前式式が行われました。直子姉の従姉妹の近藤伸子
姉（日本基督教団高知教会員）と近藤吉夫さんの納骨と
なりました。
◇来週30日（日）は、礼拝後に運営委員会が開かれま
す。
◇来週30日（日）午後2時～は、四国教区総会が開かれ
ます。教区対応の信徒代議員の安岡兄からは委任状が出
ていますので、総会には牧師が対応させていただきます。

炔䦜鐄䷷
逃れの町◎聖書箇所…ヨシュア20：1～9

カナンの地を占領し、それぞれの部族に相続地が割り当てられた直後に、神さまはヨシュアにր鴢ס׿槄ց
2を定めるように命じました。ր鴢ס׿槄ցとは何でしょうか。神さまはなぜこの町を制定するようにモ
ーセ（出エジプト21：13）とヨシュアを通してイスラエルに命じられたのでしょうか。
３節を見ると、このր鴢ס׿槄ցとは、誤って人を殺した者が逃げ込むことのできる場所で、この町に逃げ込むならば
その人は復讐する人の仇討ちから免れ、罰を受けずに済むという所です。彼は、その町の門の入口に立ち、その町の長老
たちに聞こえるように事情を説明したら、長老たちは彼を受け入れ、彼に一つの場所を与え、彼は彼らとともに住むこと
ができたのです。たとえ復讐する者が追ってきても、殺人者であるその人をその手に渡してはならなかったのです。
なぜ、それほどまでに、この町の制定にこだわられたのでしょうか。また、このր鴢ס׿槄ցを通して、ご自身の愛を
どのように表されたのでしょうか。
杼鉮׾׌䚁
第一に神さまは、私たち人間がいかに弱く、間違いや
すく、失敗を犯しやすい存在であるかということを十分
に知られ、深く理解しておられるということです。
江戸時代の日本では、仇討ちが復讐の制度的慣行にな
っていましたが、日本では明治6年に「復讐禁止令」の
公布以降は禁じられました。古代イスラエルでも、ր☔
ꝴ؅䣒ה変׌縖ע䑒׍変ַם׼םף׿ׄם׿׈նցٝل
2417とあって，ր轑ס䐝闺׾׌؅縖ց妨3519ֿ
☥؅鋀׆׾׌؅הとは正当であるばかりか、義務とされ
ていました。
「半沢直樹」というドラマでր׽׷׼ג׿׼׷鲭׌յ
⠘鲭ד׊ցという台詞が話題になりました。実際の仕事
でも、理不尽なことを言われたり、自分の意見に耳を傾
けてくれないとき、思わず、このセリフが頭に浮かぶ人
もいるのではないでしょうか。ストレス社会にあってス
カッとする名台詞にストレス解消の意味もあって一躍有
名になった言葉かもしれません。しかし、やり返せば相
手との関係が悪化し、我慢すればストレスで自分が押し
つぶされてしまいます。ドラマのようにはなりません。
その点、バビロニアのハムラビ法典の中に記されてい
るր泘עמ泘؅յ塮עמ塮؅ցٝ24ل20という同
害報復法の公平性の教えから来たものです。過剰な報復
を禁じ、同等の懲罰にとどめて報復合戦の拡大を防ぐと

いう意味の言葉です。
しかし、ヨシュアの定めた規定は、復讐者から保護す
るために、ր鴢ס׿槄ցが用意された点、さらに一歩進
んでいます。
３節には、ր䙫㍲מ׍׎鏰؅☔יז䣒ה変זױ׊י׊

׌䐝闺؅סն轑׾ֵך״ג׳鴢ׅ鱮מ׆א変☔縖ֿյג
。ցと、書かれています׻׎כ㕙䢥׾׿鴢׼־縖׾
だれも完全な者はおらず、人はみな何らかのあやまち
や失敗を犯す者です。けれども、そのようにあやまって
罪を犯してしまったらもう何の救いもないのかというと
そうではなく、そのような者に対するあわれみが用意さ
れているのです。それがր鴢ס׿槄ցです。
ヘブル4：15、16には、次のような御言があります。
ր熖סהג㛻烰⺚עյ熖סהג䍏מ׈⺱䗯ַם׀ך亠ך
מ憠סי׬׌յֿג׊ך؆׎ױ׊敨עն糆؆׎ױ׽ֵע
ךն׌ךסג׿؂ֵמײ鍱מֹ׻׋⺱כהגյ熖יַֽ
ַדג؅ַײ䕤גױ؅⹨ׄյײ׿յֵ؂עהג熖׼־׌
䐒סײ䕤מյ㛻羑מ״ג׾Ⲃׄ؅⹨ׄגזם־מյ䤼י
䈳מ鲣־؆׎ױ׽ֵעךֹ׆טնց
イエスさまは私たち人間のすべての弱さを思いやるこ
とがおできになるお方です。なぜなら、イエスさまご自
身があらゆる試みに会われ、そこを通られたからです。
イエスさまは私たちの弱さ、罪、醜さ、愚かさのすべて
を知られ、理解しておられます。

ですから私たちは安心して、かつ大胆に恵みの御座に
近づこうではないかとヘブル書の記者は勧めているので
す。
そうです、イエスさまは私たちのすべてをご存知の上
で、それで私たちを愛し、赦し、招いてくださるのです。
愛とは、このように相手を理解することなのです。
Ⳃ嚀؅ꄆ؆׾׋䚁
第二に、愛とは結果ではなく動機を重んじるというこ
とです。人を殺してしまったという結果以上に、なぜそ
うなったのかという動機が大切にされるのです。「逃れ
の町」は過失を犯してしまった人の町です。ここで問題
として取り上げられているのはրⳂ嚀ցです。なぜ、そ
のようなことをしてしまったのかという点です。
マタイ25章には、有名な羊と山羊のたとえが記されて
います。そこには神から祝福される人々と、神の祝福か
ら外れる人々がどういう人であるかが描かれています。
神から祝福を受ける人々とは、主が飢えたときに食べ
させ、渇いたときに飲ませ、獄にいたときに訪ねてくれ、
病気の時に見舞ってくれた人々ですが、そのことを主が
言われると当の本人たちは全然覚えていないのです。
主は、ր僃׵㵸ַ׈縖עכ׆ג׊מ☔┉סהגյג؂
。2540と言われましたؕذնցُ׌ךסג׊מ׊
ここに愛の一側面が語られていると思うのです。すな
わち、愛とは自らの行為を自覚しないということです。
րגז׷؅כ׆סׄד׿׆ցと自慢しないのです。神さ
まはその人が何をしたかよりも、どのような動機でそれ
をしたかをご覧になるのです。
㍑䐝׾׌䚁
第三にこの「逃れの町」を通して教えられる神の愛は、
誤った人々を罰することよりも、もう一度立ち直らせる
ことがその目的であるということです。
神さまは過失を犯した人間を罰することではなく、も
う一度立ち直らせることを強く願っておられるというこ
とです。そしてそれは聖書全体が語っている主要なテー
マなのです。

勿論、私たちの神さまは罪をないがしろにされる方で
はありません。罪は罪としてさばかれなければなりませ
んが、同時に神さまはその罪を赦し、もう一度新しくや
り直す道を提供しておられるのです。
６節にはこの「逃れの町」に逃げ込んだ者は、大祭司
の死によってこの町から出て自由の身になると記されて
あります。ヘブル人への手紙によると、この大祭司とは
キリストを指しており、大祭司の死とはキリストの死、
すなわち十字架の死を指していると考えられるのです。
この十字架の死を通して、主なる神は私たちが新しくや
り直すことのできる道を開いてくださったのです。
イエスさまがこの世に来てくださったのは、十字架で
私たちを縛る罪の力、悪魔の力をうち破り、私たちをそ
の支配から解放するためだったのです。この十字架の贖
いこそ私たちの罪が赦され、もう一度やり直すことので
きる道筋なのです。
ր鴢ס׿槄ցという場所の問題ではありません。私た
ちの「逃れの町」の主は、イエスさまご自身であり、ր鴢
槄ցは、イエス様の懐そのものであり、神の国、御ס׿
国であると言えます。
私たちが新しく人生をやり直すことができる唯一の道
は、十字架の前に立ち、その御前にへりくだって悔い改
め、贖いの恵みを受けることしかないからです。
ր׼ם׾ֵמהֹסعتٛ؞׵ך׿דյע☔סא二ׂ׊
鵰ג׿׼縖׌ךն⹿ַעס׵鷨ׁ⸻יזյ釤׻յי׬׌
ֿ二ג׊ױ׽םׂ׊նց̃5ع٤ٛؤ17ն
そんな神さまの恵みにお頼りし、日々、新しく造り変
えられていきたいと思います。
また、神はこのր鴢ס׿槄ցである神の国、אの主で
あるイエスさまを通して、ご自身の愛がどのようなもの
であるのかを知らされました。イエスさまは私たち罪人
を理解して下さり、結果ではなく動機を見られるお方で
す。また、救いという回復を願っておられるお方です。
私たちもまたそのような者にさせていただきたいと思い
ます。

炬焀⚡عت؞طס

鏗䘄؅⹨ׄג☔ꝴ
○創世記3：1～24（9） 罪ある人間を探す神さま
①蛇（サタン）は、言葉巧みにエバを誘惑をしています。
蛇とエバの会話を再現してみましょう。そこから何が分
かりますか（1～5）
②エバは、どうして神さまから禁じられていた木の実を
食べてしまったのでしょうか（6）。
③禁じられていた木の実を食べてしまった二人には、に
どのような変化が起こりましたか（7）
④彼らが「御顔を避けて」、「あなたはどこにいるのか」
（9）との問い掛けに対して、身を隠したのはどうして
でしょうか（8，参考／ローマ3：23，ヨブ13：6）。
＊あなたも神さまを御顔を避けるようなことはありませ
んか。
⑤神さまのアダムは、何を恐れて恐れて身を隠したので
しょうか。
⑥「食べてはならない、とわたしが命じた木から食べた
のか」（11）という神さまからの問いかけに、彼らはど

のように答えましたか。
アダム エバ
⑦サタンの誘惑と人の堕落の結果は、どのようになりま
したか。
蛇（サタン） アダム エバ
⑧やがて二人はエデンの園を追い出されることになりま
した。しかし、この追放劇にも神さまの人に対する憐れ
みと愛が示されています。それはどのような点でしょう
か（21）。

実習課題
・サタンの誘惑に惑わされることがないために、なすべ
き事は何でしょうか（エペソ6：11～18）。
・罪を犯してしまったときに、神さまから身を隠したり、
言い訳をしたり、責任転嫁をしていませんか。自らの罪
を告白して悔い改めましょう（Ⅰヨハネ1：6～10）。



・主が私たちのために用意して下さった義の衣をまとい ましょう（黙示録3：5，18）。
纱傴仼鐐 Ι
僖仼㎻ 榟עמסג׀י׿ױ杼榺ֵֿ׾ 榼34112֐

む⫂㳊鈝㴔
榼誘鋗ס磙ס׽؂甙䢥׌ךնֿٓج٭硜兠ס㏐
ر٭ٛס域ֿٖؓبյٙכ׆ג׿׈⺉מ㛾מ⯥؅
םⱵ竮גז车ֿج٭յٓכ׆ג׿׼י玮י׊כ٭
ն׌ױַי׿׈鋗ֿל
むꪐ绱כ鸵榫
ք䐒撜օ1012֐ 疐私たちを、ご自分のご計画
のために召し出されるお方です。ここで神さまが
モーセを呼ばれたのは、ファラオという世の王に、
そしてイスラエルの民の前で、神の偉大な力を示
すためだったと記されています。また、モーセは
エジプトの奴隷だった民を解放するために用いら
れました。神さまは一人ひとりに使命を与えるた
めに、この世に誕生させたのです。
鸵榫ס炬׽私たちが、神さまの御用のために
生まれたことを知っていますか。また、今自分が
していることや自分の関心、賜物にも関わりがあ
ります。自分の使命が何か、もう一度考えてみま
せんか。
ք䐒撜օ45֐9 疐世代を超えて、みこころが
実現していくことを願っておられるお方です。モ
ーセは約束の地を見ましたが、入ることはできま

せんでした。約束の地を勝ち取るために、次に神
さまが立てたのはヨシュアでした。神の国が世代
を超えて、広がることを神さまは願っておられる
のです。
鸵榫ס炬׽神の国と教会を担っていく、次の
世代の信仰者たちのため
に、具体的にできることはないでしょうか。教会
の存続は次の世代にかかっています。養育、伝道
において始められることはないでしょうか。
ռ嘗疗ս710 疐モーセは120 歳になっても
目がかすまず、気力も衰えていませんでした。そ
れは、モーセがいのちの源である神さまご自身と
いつも交わりをしていたからです。新約聖書でも、
「いのちを与えるのは御霊です」（ヨハ6：63）
と記されています。
鸵榫ס炬׽いつも健康でいるために、食事や
健康に気を使うことは大切です。それにもまして、
神の御霊に満たされることはとても大切です。神
さまとよく交わるために、習慣的にできることは
ないでしょうか。また、教会に来れないお年寄り
の方々のためにできることはないでしょうか。

僖仼仼 韕紆מ╚ך䑏؅ꝧֹ׆ 畹25815֐
む⫂㳊鈝㴔
嘤縖յ╚סյ┩槡עظلرն׌ך韕紆סظلر
ⳏ⮵縖׾ם曓յ烕״׮؅ױ׈堭ַյֽסא亠؅鲛
ն׌ױַיז堭י׋؅誘כ׆׾׿⪋ֻ
むꪐ绱כ鸵榫
ք䐒撜٬誘♐օ710֐ 疐私たちが心の扉を開
け、迎え入れるべき栄光の王です。この詩篇は、
ダビデが神の臨在を表す契約の箱を、エルサレム
に運び入れる時に歌った賛美であると言われてい
ます。ダビデは、心の扉を開いて、全能の王の臨
在を迎え入れるように命じているのです。
鸵榫ס炬׽長い間、心をかたくなにして、ど
のようにすれば神さまに心を開けるかも忘れてい
ませんか。賛美を通して、イエスさまに心の扉を
開き、聖霊の臨在を迎え入れませんか。今日、ど
のように賛美をささげますか。
ռ嘗疗ս12֐ 疐神さまがどれほどすばらしい
お方であるか、具体的にほめ歌いましょう。ダビ

デは、神さまが世界の主であると賛美しています。
あらゆる賛美の中でも、神さまがどのようなお方
かを歌う賛美には、力があります。
鸵榫ס炬׽どのような賛美を好んでいます
か。自分の願いや心を歌う賛美も、神さまへの祈
りとして良いですが、神さまご自身についてほめ
歌う賛美を心からささげてみませんか。神さまが
喜ばれる賛美は何でしょうか。
ռⳡ״ս36֐ 疐神さまの御前で自分をきよく
し、義を受けるために悔い改めましょう。主の山
（神の臨在のある神殿）に登り、聖なる神さまの
前に立てる正しい人は誰でしょうか。唯一、罪を
きよめられるキリストの血潮の恵みを仰ぎ見て悔
い改める者こそ、正しい人です（ルカ18：13）。
鸵榫ס炬׽神さまの御前で悔い改める罪がな
いか、高慢になっていることはないか吟味しませ
んか。礼拝の奉仕に携わる前に、謙遜な心と悔い
改めが身についているか、点検しませんか。

纱傴仼鐐 Ζ
僖仼仼 韕紆מ╚ך䑏؅ꝧֹ׆ 鍶24110֐

む⫂㳊鈝㴔
嘤縖յ╚סյ┩槡עظلرն׌ך韕紆סظلر
ⳏ⮵縖׾ם曓յ烕״׮؅ױ׈堭ַյֽסא亠؅鲛
ն׌ױַיז堭י׋؅誘כ׆׾׿⪋ֻ
むꪐ绱כ鸵榫
ք䐒撜٬誘♐օ710֐ 疐私たちが心の扉を開
け、迎え入れるべき栄光の王です。この詩篇は、
ダビデが神の臨在を表す契約の箱を、エルサレム
に運び入れる時に歌った賛美であると言われてい
ます。ダビデは、心の扉を開いて、全能の王の臨
在を迎え入れるように命じているのです。
鸵榫ס炬׽長い間、心をかたくなにして、ど
のようにすれば神さまに心を開けるかも忘れてい
ませんか。賛美を通して、イエスさまに心の扉を
開き、聖霊の臨在を迎え入れませんか。今日、ど
のように賛美をささげますか。
ռ嘗疗ս12֐ 疐神さまがどれほどすばらしい
お方であるか、具体的にほめ歌いましょう。ダビ

デは、神さまが世界の主であると賛美しています。
あらゆる賛美の中でも、神さまがどのようなお方
かを歌う賛美には、力があります。
鸵榫ס炬׽どのような賛美を好んでいます
か。自分の願いや心を歌う賛美も、神さまへの祈
りとして良いですが、神さまご自身についてほめ
歌う賛美を心からささげてみませんか。神さまが
喜ばれる賛美は何でしょうか。
ռⳡ״ս36֐ 疐神さまの御前で自分をきよく
し、義を受けるために悔い改めましょう。主の山
（神の臨在のある神殿）に登り、聖なる神さまの
前に立てる正しい人は誰でしょうか。唯一、罪を
きよめられるキリストの血潮の恵みを仰ぎ見て悔
い改める者こそ、正しい人です（ルカ18：13）。
鸵榫ס炬׽神さまの御前で悔い改める罪がな
いか、高慢になっていることはないか吟味しませ
んか。礼拝の奉仕に携わる前に、謙遜な心と悔い
改めが身についているか、点検しませんか。

僖仼僖 䑏ֿ岶ׂյסא侇א׆ 榼321527֐
む⫂㳊鈝㴔
ֿ׀禈ס堭גזյ堭מ侇ס僃僿ס⮆舅ֿج٭ٓ
鋗׌ױַי׿׈նֿؙٜؕٚت嵹ג׿׈ג侇յ╚
؅䩰כ׆גיյע╚׊־׊յׇ舅⮆מ״גס⺲ס
䏘؅׼㍑䐝ֿכ׆׾׌堭׌ױַי׿؂ն
むꪐ绱כ鸵榫
ք䐒撜օ1617֐21 疐私たちを妬むほどに慕
っておられる方です。神さまは、いのちをかけて
救った民が、他のものに夢中になってご自分を忘
れる時、妬みを覚えられます。神さまはそれほど
私たちを愛し、心を自分に向けてほしいと思って
おられるのです。
鸵榫ס炬׽心が満たされない時、また疲れて
いる時、何で満たそうとしているでしょうか。サ
マリヤの女性のように（ヨハ4 章）、渇くことの
ない生ける水を主に求め、祈りませんか。
ք䐒撜օ2627֐ 疐ご自分の名のために、私た
ちを回復してくださるお方です。恵みを受けなが
ら神さまから離れた民は、本来なら回復していた
だく権利を失っています。しかし、それでも主が
見放されないのは、あざける悪魔を喜ばせないた
め、そして、ご自身の選びの民に責任を負ってお
られるからです。主はご自身の栄光のために、私

たちを回復してくださるのです。
鸵榫ס炬׽何度も罪を犯して、自分には恵み
を受ける資格がないと思っていないでしょうか。
神さまはご自身の御名と栄光のために、回復して
くださることを覚えましょう。ご自身の名のため
に回復してくださいと、モーセのように祈りませ
んか。
ռ閛⼔ս15 疐イスラエルは満たされて、貧し
さから解放された時、神さまを軽んじ、捨てたと
記されています。私たちは問題が解決し、必要が
満たされた時に、救ってくださった主を忘れ、自
分の力で何でもやっていけると勘違いしてしまい
ます。主はそれをたびたび警告されています（申
８章）
鸵榫ס炬׽問題が解決した時、また仕事や奉
仕を主が祝福してくださった後、どのように過ご
していますか。ツァラアトでいやされた後、感謝
するために戻ってきた人にイエスさまが語った言
葉から、何を学べるでしょうか（ルカ17：11～
19）。

NOTE
٤15ٜٖبؙ 「義人」、「正直な者」などの意
味で、イスラエルの民のことを指す。



纱傴仼鐐 Η
僖仼愁 㹿׾ם烕מױ׈⟓갔ֹ׻׊ 榼322843֐

む⫂㳊鈝㴔
⥼յ⣒׀羜מ╚יֿ׷ֿؙٜٚتյؕעج٭ٓ
؅䦜׽םמֹ׻׳յסא磵冽յ丟㎁מ巶׾׿׈ׯ
ؙٜٚتյؕע╚׊־׊ն׌ױַי׊؅ꯏ銧כ׆
؅萶׾״׊丟㎁מ䐝闺׵כ׆׾׿׈ם؅鏤י׿׼
ն׌ױַ
むꪐ绱כ鈝㴔
ք䐒撜օ30 ֐ 31 疐ր彼らの岩」とは、イスラ
エルの神である主のことです。主に信頼する者は
決して敵に負けることなく、敵もそれを知ってい
ます。主と共にいる限り、私たちは勝利者です。
私たちが主から離れない限り、主も私たちから離
れることはないのです。
鸵榫ס炬׽今の状況ばかりを見て、主に対す
る信頼が失われていることはありませんか。主へ
の信頼をどのように回復させることができるでし
ょうか。今日、主の勝利を宣言するべきことがあ
りますか。
ռ閛⼔ս28 ֐ 29 疐主を畏れない者は、最終
的に滅びます。主を畏れることが、知識の初め（箴

1：7）であると、聖書には記されています。イ
スラエルは荒野をさまよう間、主の奇跡と助けを
数多く体験しましたが、それでも主を畏れること
を学ばず、約束の地に入ると、偶像礼拝を行い、
やがてそれが原因で滅びてしまいます。
鸵榫ס炬׽あなたの心は、主を畏れているで
しょうか。主を畏れる者の行動は、どのようなも
のでしょうか。悔い改めるべきことはありますか。
ռⲍ׊ױս3642֐ 疐罪のために懲らしめた民
をあわれみ、回復させ、イスラエルの敵に報復し
てくださるお方です。神さまは懲らしめることが
あっても、見捨てることはありません。絶えよう
とする神の民をあわれみ（36 節）、ご自身で民
をいやし（39 節）、イスラエルを苦しめた敵国
に対して、報復されるのです（41～42 節）。
鸵榫ס炬׽霊的な戦いに敗北したり、大きな
試みに遭って、神さまに見放されたという思いは
ありませんか。主は私たちを懲らしめても、必ず
いやして、成熟させてくださることを覚えません
か。

僖仼姡 ✳誘؅冽ג׊ג☔榟 榼324452֐
む⫂㳊鈝㴔
׻车ֹ׽؅㱤ףכ׆ײמյ妨׊鲭׽筝עج٭ٓ
ֹ誘׌ױ׋ն烕עױ׈㸓ך┕סյٓמج٭硜兠ס
㏐؅釤ֿ׌ױ׿׼׎յ䏘舅骰؅כ׆׾⪋ע錉׿׈
׿׼؅鏤כ׆׾⪋מ㏐סא妨ֿסؙٜٚتյؕ׍
ն׌ױ
むꪐ绱כ鈝㴔
ք䐒撜օ4849֐ 疐将来の大いなるビジョンを
見せてくださるお方です。神さまは山の上で、モ
ーセに約束の地を見せてくださいました。ただの
土地を見せたのではありません。輝くイスラエル
の民の将来と、天の御国の偉大なるビジョンを見
せたのです。
鸵榫ס炬׽自分自身の将来や、次世代の将来
のビジョンを見たいと思いませんか。まだ見えて
ないビジョンがあるなら、どうすることによって
神さまに見せていただけるでしょうか（参／マタ
7：7）。
ռⳡ״ս4447֐ 疐先輩や、霊的指導者の指導
と教えに聞き従いましょう。そうすれば栄えるの
です。偉大な神のしもべモーセの最期が近づいて
いました。彼は繰り返し、自分が語る神さまから

のみことばに聞き従うように言い、これがいのち
であるとまで言いました。
鸵榫ס炬׽あなたへの愛を持って、みことば
を語ってくださる牧師先生や、信仰の先輩に感謝
を伝えませんか。霊的指導者の忠告や指摘に対し
て、どのような態度を持つべきでしょうか。
ռ䷷ֻ٬嘗疗ս5052֐ 疐私たちの生涯に許さ
れた時間と、働きの領域には限りがあります。モ
ーセの働きはここまででした。また、彼は完璧で
はなく、失敗があったことも記されていますが、
イスラエルをエジプトからここまで導く使命を、
最善を尽くして果たし、いよいよ天の家に向かっ
たのです。
鸵榫ס炬׽ただ一度、限られた地上での人生
です。どのような生涯を送りたいでしょうか。自
分に与えられた使命に対して、最善を尽くす生き
方でしょうか。それとも、自分の楽しみのための
生き方でしょうか。最高の人生の最後を迎えるた
めに、今日決断できることはないでしょうか。

NOTE
⹆縒51 民20：10～12。

纱傴仼鐐 Θ
２僖仼儒烕ס׼־ױ׈烓焰ס銧蜗ֹ׻ֻ⚥؅ 榼33117֐

む⫂㳊鈝㴔
նג׊ױ׊յ妨؅烓焰מ⯥墄؅ס׼舅עج٭ٓ
ⶇ◅鼧仌מ׿ב׿א㵚׾׌ꯏ銧ס銧蜗؅鏤׽յ׆
עך׆׆ն׌ױ׿׼烓焰ֿ鏤ס注禈㏐׾⪋׼־׿
僃⮣٤يٜמյٗرյٝلյ٤ِٕؼيյٙنج
ն׌ױַי׿׈烓焰ֿ鋗׾׌㵚מ
むꪐ绱כ鈝㴔
ք䐒撜օ5 疐私たちの王であるお方です。主は
民のかしらが集まった時、イスラエルの王となら
れました。王はその国の支配者ですが、イスラエ
ルの国の王は、主ご自身でした。今、イエスさま
を信じた私たちも、神ご自身が王として立たれる
神の国に生きているのです。
鸵榫ס炬׽今、あなたの王は誰でしょうか。
自分自身が王になっていますか。また、世の価値
観や常識が王となっていますか。恐れをもたらす
サタンの声が王となってはいないでしょうか。恐
れや不安、罪の葛藤や誘惑から自由にしていただ
くために、主を心の王座にお迎えしませんか。
ռ嘗疗ս14֐ 疐クリスチャンは神の民として、
神の教えを伝え、人々を祝福する祭司の権威が与
えられています。モーセは死を前にして、イスラ
エルの子らを祝福しました。モーセは神の教えを

民に伝え続け、それによって民の信仰を導き、支
えたのです。
鸵榫ס炬׽私たちは自分の口を用いて、祈り
の中で語られた神さまからのメッセージや励ま
し、みことばを周りの人に伝えることができます。
最近、周りの人を祝福したことはありますか。示
されたみことばや神さまの愛、励ましなどを、手
紙やメールなどで伝え、信仰を励まし合いません
か。
ռⲍ׊ױս617֐ 疐それぞれに異なった祝福が
用意されています。モーセは神さまに示されるま
ま、部族ごとに祝福を語りました。それぞれ祝福
の内容は異なっていますが、祝福されない民は一
つもありませんでした。
鸵榫ס炬׽人と自分を比べて落ち込んだり、
劣等感を感じたりしていませんか。神さまは私た
ち一人ひとりに、異なった賜物や祝福、個性を与
えられています。人と比較せず、自分だけが神さ
まから与えられているものに目を留めませんか。
どのようにそれを用いることができるでしょうか。

NOTE
8ّٛؗכ٤ِّع 大祭司が神さまのみこころを判
断するために用いた石のこと（出28：30）。

僖仼ꄋ 舅⮆ג׿׼ֻ┙מ烓焰 榼331829֐
む⫂㳊鈝㴔
؜ئش٤յٜؕهحך╈סⶇ◅鼧仌ؙٜٚتؕ
ٜյغ؝յ٤رյٛذنػյؘٜؓب鼧仌ַחמ
յ烕עج٭ٓמն僃䏲׌ױַי׿׈烓焰ֿ鋗סי
כ׆׾ֵך妨ם妨ֿ䇞ַסؙٜٚتؕג׿ף鹟מ
؅鎇׌ױ׊ն
むꪐ绱כ鸵榫
ք䐒撜օ1819֐ 疐私たち一人一人に、異なる
賜物と役割を与えられたお方です。ゼブルン部族
には外に出ていく祝福が、イッサカル部族は天幕
に留まる祝福が語られています。神さまは、皆を
個性をもって造られ、それぞれ異なる役割と賜物
を、祝福として与えられたのです。
鸵榫ס炬׽誰かと自分を比べるばかりで、自
分自身が誰で、何をすべきかを忘れてはいません
か。神さまがあなたに与えてくださった祝福（賜
物
と役割）は何でしょうか。
ք䐒撜օ202627֐ 疐私たちの地境を広げ、
苦難から救い出し、敵を追い払われるお方です。
神さまはガド部族の土地を広げ、アシェル部族を
敵の侵略から守り、匿ってくださることが記され
ています。

鸵榫ס炬׽神さまと共に歩んでいるなら、あ
なたの地境が広がることは、神の国が広がること
です。新しく広げていくように示されている領域
はないでしょうか。居心地がよい場所に留まり続
けていませんか。たとえ周りの環境や生まれつき
の難しさがあるとしても、神さまはどのようにし
てくださるお方でしょうか（参／Ⅰ歴4：9～1
0）。
ռⲍ׊ױս2829֐ 疐「幸いなイスラエルよ」と
あります。神さまを知り、救われた人ほど幸せな
人が、この世に他にいるだろうかと記されていま
す。全知全能であり、私たちを愛して守ってくだ
さる神さまを知っていることは、どれほどの祝福
でしょうか。私たちは、この世で一番幸せな者な
のです。「イスラエル」に自分の名前を入れ替え
て宣言しませんか。
鸵榫ס炬׽お金や成功など、偽りの幸福を追
いかけたり、疎外感を感じたりしてはいませんか。
救いの喜びを思い起こし、過去の自分はどうであ
ったか、今、与えられている恵みは何かを数えま
せんか。


